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灯ろう作り

鎮魂線香花火開催風景

書道パフォーマンス

和太鼓パフォーマンス

開会セレモニー　荒金会頭挨拶

去
る
８
月
７
日
、
巴
波
川

（
幸
来
橋
～
巴
波
川
橋
）
周

辺
に
お
い
て
、
当
所
の
創
立

130
周
年
記
念
事
業
「
鎮
魂
線

香
花
火
・
世
界
平
和
祈
願
灯

ろ
う
流
し
」
を
開
催
し
た
。

栃
木
の
蔵
の
街
並
み
を
活

か
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
企
画
し
、
先
祖
を
供
養

す
る「
鎮
魂
線
香
花
火
」と
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
恒
久
平
和
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
を
祈
願
す
る
「
灯

ろ
う
流
し
」
を
実
施
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

荒
金
会
頭
の
主
催
者
挨
拶
に

続
い
て
、
栃
木
市
増
山
副
市

長
よ
り
激
励
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
。

会
場
で
は
、
さ
く
ら
３
Ｊ

ホ
ー
ル
三
童
太
鼓
に
よ
る

「
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

と
國
學
院
大
學
栃
木
高
校
書

道
部
に
よ
る
「
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
行
わ
れ

た
他
、
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
湊
町
自
治
会
に
よ
る

「
百
八
灯
流
し
」、
栃
木
市
商

店
会
連
合
会
に
よ
る
「
十
千

木
夜
市
」、
ミ
ツ
ワ
通
り
共

栄
会
に
よ
る
「
み
つ
わ
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
通
り
」
等
が
実
施

さ
れ
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

鎮
魂
線
香
花
火
で
は
、
事
前

に
申
込
さ
れ
た
５
歳
か
ら
小

学
６
年
生
ま
で
約
１
０
０
名

が
、
巴
波
川
の
両
岸
か
ら
線

香
花
火
を
一
斉
に
行
い
、
川

面
に
美
し
い
光
景
が
広
が
っ

た
。
そ
の
後
、
世
界
平
和
を

祈
願
し
た
黄
色
と
青
色
の
ペ

ン
ラ
イ
ト
を
会
場
全
体
で
音

楽
に
合
わ
せ
て
振
り
、
平
和

へ
の
祈
り
を
込
め
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

の
収
束
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
が
早
く
訪
れ
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
」「
久
し
ぶ
り

の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
で
子
供
も

大
人
も
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
」
等
、
平
和
へ
の

想
い
、
家
族
と
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
新
た

な
「
栃
木
の
夏
の
風
物
詩
」

と
し
て
定
着
し
、
栃
木
市
の

魅
力
発
信
と
、
市
民
の
郷
土

愛
が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
継
続

し
て
い
き
た
い
。

創
立
130
周
年
記
念
会
員
旅
行「
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」 

参
加
者
募
集
！ 

※
詳
細
チ
ラ
シ
在
中

原
油
価
格
高
騰
対
策
関
連
補
助
金
情
報
あ
り
（
３
Ｐ
）

  

創
立
創
立
130130
周
年
記
念
事
業

周
年
記
念
事
業

「
鎮
魂
線
香
花
火
・
世
界
平
和
祈
願
灯
ろ
う
流
し
」を
開
催

「
鎮
魂
線
香
花
火
・
世
界
平
和
祈
願
灯
ろ
う
流
し
」を
開
催
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令
和
４
年
度
第
２
回

◇
サ
ー
ビ
ス
部
会

　

開
催
日　

８
月
22
日（
月
）

　

参
加
者　

８
名

◇
商
業
部
会

　

開
催
日　

８
月
23
日（
火
）

　

参
加
者　

10
名

◇
金
融
・
理
財
部
会

　

開
催
日　

８
月
23
日（
火
）

　

参
加
者　

６
名

◇
食
品
部
会

　

開
催
日　

８
月
24
日（
水
）

　

参
加
者　

２
名　

◇
工
業
部
会

　

開
催
日　

８
月
30
日（
火
）

　

参
加
者　

11
名

◇
建
設
部
会

　

開
催
日　

８
月
30
日（
火
）

　

参
加
者　

10
名

部
会
開
催
報
告

※
議
題
は
全
部
会
共
通

【
議　
　

題
】

（
１
）
第
34
期
議
員
の
通
常
選
挙
及
び
選
任
に
つ
い
て

（
２
）
２
号
議
員
部
会
推
薦
者
の
選
任
に
つ
い
て

（
３
）
１
号
議
員
部
会
所
属
立
候
補
者
に
つ
い
て

去
る
８
月
18
日
、
当
所
に

お
い
て
、
荒
金
会
頭
他
役
員

20
名
出
席
の
も
と
常
議
員
会

を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
荒
金
会
頭
の

議
事
進
行
に
よ
り
、
第
34
期

３
号
議
員
選
任
（
10
人
）
の

決
定
及
び
第
34
期
正
副
部
会

長
等
の
選
任
結
果
報
告
、
第

34
期
２
号
議
員
の
部
会
割
当

数
［
暫
定
数
］（
案
）、
創
立

130
周
年
記
念
式
典
で
の
各

種
表
彰
等
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。

⑴	

選
任
決
定
さ
れ
た
３
号
議

員
は
、
８
月
19
日
（
金
）

開
催
の
第
2
回
選
挙
委
員

会
を
経
て
公
告
さ
れ
た
。

（
３
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事

掲
載
）

⑵	

各
部
会
へ
の
２
号
議
員
割

当
数
［
暫
定
数
］
は
、
次

の
と
お
り
。

　

ま
た
、
２
号
議
員
割
当

数
［
暫
定
数
］
を
元
に
算
出

し
た
１
号
議
員
部
会
割
当
数

［
目
安
］
は
次
の
と
お
り
。

２
号
議
員
割
当
数[

暫
定
数]

１
号
議
員
割
当
数[

目
安]

	

計
24
人

商
業
部
会	

４
人

食
品
部
会	

４
人

工
業
部
会	

４
人

建
設
部
会	

４
人

サ
ー
ビ
ス
部
会	

５
人

金
融
・
理
財
部
会	

３
人

	

計
36
人

商
業
部
会	

６
人

食
品
部
会	

６
人

工
業
部
会	

６
人

建
設
部
会	

７
人

サ
ー
ビ
ス
部
会	

８
人

金
融
・
理
財
部
会	

３
人

常
議
員
会
開
催
報
告

常
議
員
会
開
催
報
告

　

当
所
と
市
内
５
商
工
会
で
構
成
す
る
栃
木
市
商
工
経
済
団

体
連
絡
協
議
会
（
会
長	

当
所
荒
金
会
頭
）
は
、
去
る
８
月
１

日
、
大
川
秀
子
栃
木
市
長
宛
に
『「
地
方
創
生
」
に
関
す
る
産

業
振
興
施
策
推
進
の

要
望
』を
陳
情
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
再
拡

大
、
原
油
・
原
材
料

等
の
物
価
高
騰
に
よ

り
甚
大
な
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
中

小
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
支
援
の
ほ
か
、

持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の

推
進
、
国
の
推
進
す

る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
実
現
を

目
指
し
た
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
等
を
要
望

し
た
。

「
地
方
創
生
」に
関
す
る

「
地
方
創
生
」に
関
す
る

��

産
業
振
興
施
策
推
進
を
要
望

産
業
振
興
施
策
推
進
を
要
望

要望を陳情する協議会正副会長

要望事項
１
．�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
並
び
に
原
油

等
の
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
支

援
の
維
持�

２
．�

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
資
源
の
活

用
と
観
光
Ｐ
Ｒ
の
強
化

３
．�

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推
進

に
向
け
た
周
知
の
強
化
及
び
支
援

４
．�

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
へ
の
取
り
組
み

５
．
経
営
相
談
体
制
の
情
報
共
有
化
と
連
携
強
化

第
４
回　

総
務
・
組
織
委
員
会　

開
催
報
告

第
４
回　

総
務
・
組
織
委
員
会　

開
催
報
告

開
催
日　

８
月
９
日
（
火
）　

出
席
者　

９
名

協
議
事
項

①	

創
立
130
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る
顕
彰
・
感
謝
状
の
贈
呈

及
び
表
彰
事
業
所
に
つ
い
て

②	

創
立
130
周
年
記
念
式
典
の
開
催
に
つ
い
て

③	

創
立
130
周
年
記
念
会
員
還
元
事
業　

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

（
案
）
に
つ
い
て
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去
る
８
月
24
日
、
当
所
に
お
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策

講
習
会
を
開
催
し
、
25
事
業
所
が
出
席
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、
売
り
手
側
が
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格

請
求
書
）
を
発
行
し
な
い
と
、
買
い
手
側
が
仕
入
税
額
控
除
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
制
度
で
、
2023
年
10
月
か
ら
の
導
入
が
迫
っ

て
き
て
い
る
。

講
習
会
で
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
、
手
続

き
上
変
更
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
や
、「
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
」

事
前
登
録
の
方
法
、
課
税
・
免
税
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
留
意
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
た
。

当
所
で
は
、
各
事
業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
対
応
で
き
る

よ
う
引
き
続
き
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
く
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
対
策
講
習
会
」
開
催

去
る
８
月
19
日
、
当
所
に
お
い
て
、
第
２
回
選
挙
委
員
会

を
開
催
し
た
。

長
谷
川
委
員
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
３
号
議
員
選
任
の

報
告
、
通
常
議
員
選
挙
選
任
公
告
（
案
）
等
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
公
告
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

○
公
告
第
一
号　

選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間
・
異
議
申
立
期
間
の
件

　

１
．
期
間　

令
和
４
年
８
月
19
日
～
26
日

　

２
．
縦
覧
場
所　

栃
木
商
工
会
議
所

○
公
告
第
二
号　

１
号
議
員
選
挙
公
告
の
件

　

１
．
選
挙
の
期
日　

令
和
４
年
９
月
29
日

　

２
．
投
票
所　

栃
木
商
工
会
議
所

　

３
．
１
号
議
員
の
定
数	

36
名

○
公
告
第
三
号　

３
号
議
員
決
定
の
件

・
岩
下
食
品
㈱	

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

・
サ
ン
ト
リ
ー
㈱
梓
の
森
工
場	

・
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱

・
滝
沢
ハ
ム
㈱	

・
栃
木
市
商
店
会
連
合
会

・
栃
木
信
用
金
庫	

・
㈱
ニ
ッ
コ
ー
ク
リ
エ
ー
ト

・
日
立
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
イ
フ	

・
㈱
ヤ
オ
ハ
ン

　

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
㈱　
　
　
（
五
十
音
順
）

第
２
回
選
挙
委
員
会
開
催
報
告

原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
燃
料
・
電
力
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助

◆�

原
油
価
格
高
騰
対
策
事
業
者

支
援
補
助
金
（
市
）

１
．
概
要

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り

経
営
環
境
に
多
大
な
影
響
を

受
け
て
い
る
市
内
の
中
小
法

人
及
び
個
人
事
業
者
を
対
象

に
、
燃
料
及
び
電
力
に
係
る

経
費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
ま

す
。

２
．
補
助
対
象

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
事
業
者

⑴	

中
小
企
業
信
用
保
険
法
第

２
条
第
１
項
に
規
定
す
る

中
小
企
業
者
（
個
人
事
業

者
を
含
む
）
又
は
、
社
会

福
祉
法
第
22
条
に
規
定
す

る
社
会
福
祉
法
人

⑵	

令
和
３
年
１
月
31
日
以
前

か
ら
市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
か
つ
、
市
内
で
事
業

活
動
を
営
み
、
引
き
続
き

市
内
に
お
い
て
事
業
を
継

続
す
る
意
思
を
有
す
る
事

業
者

⑶
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

　

※
そ
の
他
要
件
あ
り

３
．
補
助
額

　

補
助
上
限
額
：
30
万
円

　
（
補
助
下
限
額
：
５
万
円
）

　

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

４
．
算
出
方
法

　

次
の
⑴
及
び
⑵
の
合
算
額

に
、
２
分
の
１
を
乗
じ
た
額

⑴
電
気
料
金

　

	

業
務
を
行
う
上
で
使
用
し

た
令
和
４
年
２
月
～
４
月

の
電
気
料
金
か
ら
、
令
和

３
年
２
月
～
４
月
の
電
気

料
金
を
差
し
引
い
た
額

⑵
燃
料
費

　

	

業
務
を
行
う
上
で
購
入
し

た
令
和
４
年
２
月
～
４
月

の
燃
料
購
入
量
に
、
１

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
20
円
を

乗
じ
て
得
た
額

※	

補
助
下
限
額
が
５
万
円
に

満
た
な
い
場
合
は
補
助
対

象
外

５
．
申
請
期
限

　

令
和
４
年
10
月
31
日（
月
）

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
終
了

６
．
申
請
方
法

　

必
要
書
類
を
「
郵
送
」
又

は
「
市
役
所
の
専
用
ボ
ッ
ク

ス
へ
投
函
」
に
よ
り
提
出

※	

郵
送
先
、
専
用
ボ
ッ
ク
ス

設
置
場
所
、
必
要
書
類

は
、
左
記
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
確

認
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

〇
栃
木
市
商
工
振
興
課

　

℡
21
‐
２
３
７
１

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

専
門
家
相
談
会

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

10
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

日
本
政
策
金
融

　
　
　
　
　

公
庫
佐
野
支
店

　
　
　
　
　

国
民
生
活
事
業

◆
経
営
相
談
会

　

日　

時　

10
月
11
日（
火
）

　
　
　
　
　

10
時
～
17
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

※
事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

経
営
指
導
員
相
談
会

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
～
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※	

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所

　

℡
23
‐
３
１
３
１

創立130周年記念事業
日帰りバスツアーのご案内

「ザ・リッツ・カールトン日光での会席ランチと
世界遺産日光東照宮への旅」

当所では、今年度創立130周年目を迎えることを記念
し、会員様を対象とした還元事業「日帰りバスツアー」
を企画いたしました。
参加ご希望の方は、本号折込みチラシにてお申し込みく
ださい。

開催日：11月16日（水）
□	集　　合　栃木商工会議所北駐車場	８時30分
□	交通機関　大型バス２台利用
□	定　　員　50名　※先着順（１事業所２名様まで）
　	◆	定員に達した場合、キャンセル待ちとして受付

いたします。
□	見 学 地　日光東照宮･荒牧りんご園
　　　　　	　道の駅うつのみや	ろまんちっく村
□	昼　　食　ザ・リッツ・カールトン日光
□	参 加 費　会員事業所役員・従業員様	10,000円
　　　　　	　うずま共済加入者様　7,000円

【問い合わせ先】管理課℡23-3131

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報http://bit.ly/3gRXpGd



令和４年９月10日発行	 栃木商工会議所ニュース 	 （4）（昭和43年２月２日）第３種郵便物許可

晃
南
塾
は
、
栃
木
市
出
身
の
㈱
日
立
製
作
所
の
創
業

者	

小
平
浪
平
翁
の
我
が
国
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
界
に
対

す
る
功
績
と
事
業
理
念
の
顕
彰
、
事
業
を
志
す
若
者
の

人
財
育
成
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
変
革
に
よ
る
未
来
の
栃

木
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
等
の
施
策
を
研
究
し
、
参
加

事
業
者
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
、
経
営
方
針
等
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
10
月
頃
に
開
催
す
る
塾
生
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
小
平
浪
平
翁
の
日
立
製
作
所
に
か
け
た
想
い
と

そ
の
精
神
、
経
営
へ
の
考
え
方
を
学
び
た
い
方
は
是

非
、
ご
入
塾
く
だ
さ
い
。

【
入
塾
・
問
い
合
わ
せ
先
】

事
務
局
（
栃
木
商
工
会
議
所
内
）　

℡
23
‐
３
１
３
１

晃
南
塾
塾
生
募
集
の
ご
案
内

小
平
浪
平
翁
記
念
会
は
、
栃
木
市
出
身
の
㈱
日
立
製

作
所
の
創
業
者	

小
平
浪
平
翁
の
顕
彰
活
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
経
営
者
を
目
指
す
若
者
の
人
材
育
成
と
、
経

済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は
、
是
非
、
ご
入

会
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
会
費
（
終
身
会
費
）

　

法
人	　

壱
万
円

	

（
栃
木
商
工
会
議
所
会
員
は
50
％
減
免
）

　

個
人　

五
千
円

	

（
栃
木
商
工
会
議
所
会
員
は
50
％
減
免
）

【
入
会
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
小
平
浪
平
翁
記
念
会
事
務
局
（
栃
木
商
工
会
議
所
内
）

　

℡
23
‐
３
１
３
１

小
平
浪
平
翁
記
念
会
入
会
の
ご
案
内

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
永
井
百
貨
店

　
（
食
料
品
小
売
）

　

専
務
取
締
役　

大
橋	

卓
範

　

河
合
町
１
‐
５

　

ホ
テ
ル
シ
ャ
ン
ブ
ル
１
階

　

℡
28
‐
６
６
２
２

●
Ｒ
ａ
ｎ

　
（
ア
ク
セ
サ
リ
ー
小
売
）

　

代
表　

小
川	

早
苗

　

本
町
３
‐
17

　
℡
090
‐
２
４
７
２
‐
４
３
５
１

●
マ
カ
ナ
・
プ
ア
・
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

　
（
フ
ラ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　

代
表　

海
老
沼	

登
己
子

　

片
柳
町
５
‐
５
‐
９

　

℡
090
‐
７
３
８
８
‐
７
９
８
７

●
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｕ
ｒ
ａ
ｎ
ｔ

　
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｈ

　
（
フ
ラ
ン
ス
料
理
）

　

代
表　

松
本	

寿

　

大
宮
町
１
９
４
９

　

℡
25
‐
５
３
５
５

●	

一
般
財
団
簡
易
保
険
加
入
者

協
会	

栃
木
代
理
店

　
（
損
保
事
業
）

　

代
理
店
長　

野
原	

弘
明

　

富
士
見
町
１
‐
16

　

℡
20
‐
１
７
８
７

●
永
谷
音
楽
事
務
所

　
（
楽
器
レ
ン
タ
ル
）

　

代
表　

永
谷	

義
篤

　

平
井
町
７
２
１
‐
１

　

℡
28
‐
６
７
０
３

●
㈱
武
平
作

　
（
菓
子
小
売
）

　

代
表
取
締
役　

膝
附	

武
男

　

城
内
町
２
‐
15
‐
１

　

℡
22
‐
０
５
７
７

●
㈱
Ｍ
Ｋ	

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ

　
ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ

　
（
自
動
車
板
金
塗
装
）

　

代
表
取
締
役　

小
沼	

傑

　

神
田
町
５
‐
７

　

℡
28
‐
７
６
４
０

●
日
の
丸
サ
ン
ズ
㈱

　
（
小
売
業
・
飲
食
業
）

　

代
表
取
締
役　

富
田	

浩
安

　
佐
野
市
黒
袴
町
字
東
山
１
０
１
０

　

℡
23
‐
５
７
５
１

●
ア
ス
ワ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

　
（
賃
貸
業
・
清
掃
業
）

　

代
表
取
締
役　

若
菜	

克
友

　

樋
ノ
口
町
68
‐
１

　

℡
20
‐
６
８
１
１

新
入
会
員
紹
介

【
敬
称
略
】

去
る
８
月
22
日
、
市
内
に
お

い
て
栃
木
市
並
び
に
小
平
浪
平

翁
記
念
会
が
共
催
し
、
㈱
日
立

製
作
所	

取
締
役
会
長	
東
原
敏

昭
氏
特
別
講
演
が
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
、
記
念
会
会
員
や

当
所
会
員
等
約
300
名
が
参
加
し

た
。特

別
講
演
で
は
、「
小
平
浪

平
の
創
業
の
精
神
と
日
立
製
作

所
の
企
業
理
念
」
を
テ
ー
マ

に
、
栃
木
市
の
出
身
で
あ
る
創

業
者	

小
平
浪
平
翁
の
志
で
あ

る
企
業
理
念
「
優
れ
た
自
主
技

術
・
製
品
の
開
発
を
通
じ
て
社

会
に
貢
献
す
る
」
と
、
創
業
の

精
神
「
和
・
誠
・
開
拓
者
精

神
」
に
つ
い
て
講
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
現
在
の
日
立
の
取
り

組
み
と
し
て
、
日
立
品
質
の
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
や
日
立
オ
リ
ジ

ン
パ
ー
ク
の
開
設
等
に
つ
い
て

も
触
れ
ら
れ
た
。
日
立
オ
リ
ジ

ン
パ
ー
ク
は
、
小
平
創
業
社
長

の
志
と
日
立
の
原
点
に
触
れ

た
、
世
界
中
の
社
会
課
題
解
決

と
人
々
の
生
活
の
質
向
上
に
貢

献
す
る
強
い
意
思
を
示
す
目
的

に
開
設
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
日
立
は
、
小
平
創
業
社
長
の

志
を
受
け
継
ぎ
、
社
会
に
貢
献

し
続
け
る
」
と
熱
く
述
べ
ら
れ

た
。特

別
講
演
後
、
東
原
氏
に
対

し
大
川
秀
子
栃
木
市
長
よ
り
感

謝
状
、
大
川
吉
弘
記
念
会
会
長

よ
り
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

小
平
浪
平
翁
記
念
会
で
は
、

今
後
も
更
な
る
顕
彰
活
動
を
進

め
る
と
と
も
に
、
経
営
者
を
目

指
す
若
者
の
人
材
育
成
と
経
済

発
展
を
図
っ
て
い
く
。

栃
木
市
・
小
平
浪
平
翁
記
念
会
　
共
催

栃
木
市
・
小
平
浪
平
翁
記
念
会
　
共
催

株
式
会
社
日
立
製
作
所

株
式
会
社
日
立
製
作
所  

取
締
役
会
長

取
締
役
会
長  

東
原
敏
昭

東
原
敏
昭  

氏氏

  

特
別
講
演

特
別
講
演  

開
催
報
告

開
催
報
告

自
店
を
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
、
新
規
顧
客
を
獲
得
し
た
い
会
員
事
業
者
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
。

【
申
し
込
み
】

管
理
課
Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
出
演
係　

℡
23
‐
３
１
３
１

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７　

い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ　

出
演
者
募
集
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栃木県労働委員会からのお知らせ

事業主の皆様へ
労使トラブルの解決に、栃木県労働委員会を御利用ください！

このようなことで困っていませんか？
○団体交渉を求められたが、労働法の知識がなく、交渉の手順も分からない。
○従業員間の人間関係が悪化し、当該従業員と話し合ったが解決できない。
○雇止めやパワハラ被害といった個別事案について、交渉を求められている。　etc.
　　そんな時は？⇒　栃木県労働委員会に相談してください！
　☆労使間のトラブルは「あっせん」で解決できるかも・・・

あっせんとは？
　事業主と労働者・労働組合との間のトラブルで、自主的な解決が困難な場合に、労働委員会が
公平・中立な立場に立って、当事者双方の話し合いを促すことにより解決を目指すものです。
○	公益委員（弁護士、大学教授など）、労働者委員（労働組合の役員など）、使用者委員（企業
　経営者、会社役員など）の三者構成で、労使それぞれの主張を聞きます。
○あっせんは、非公開です。
○無料で利用できます。
○ただし、相手方の応諾が得られない場合は、不開始（＝終了）となります。

栃木県労働委員会 ℡028-623-3337　
月～金（祝日、年末年始を除く。）8:30～17:15
〒320-8501 宇都宮市塙田1-1-20（県本庁舎南館５階）

　

市
内
で
創
業
を
目
指
す
方

や
創
業
後
間
も
な
い
方
、
新

分
野
へ
の
進
出
や
新
事
業
展

開
を
考
え
て
い
る
方
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

優
秀
な
プ
ラ
ン
に
は
最
高

80
万
円
の
奨
励
金
を
贈
呈
す

る
ほ
か
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や

個
別
相
談
会
に
参
加
で
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
夢
を
実
現
さ
せ

ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格
◆

・	

今
後
１
年
以
内
に
市
内
に

お
い
て
創
業
を
目
指
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
創
業
後

３
年
以
内
の
方

・	

栃
木
市
内
に
お
い
て
新
分

野
進
出
や
新
事
業
展
開
を

予
定
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
新
分
野
進
出
等
の
後
、

概
ね
３
年
以
内
の
方

◆
募
集
期
日
◆

　

10
月
31
日
（
月
）
ま
で

◆
提
出
書
類
◆

・
応
募
申
込
書
（
10
枚
以
内
）

・
参
考
資
料
（
会
社
案
内
、

　

新
聞
の
掲
載
記
事
等
）

◆
提
出
方
法
◆

　

	

応
募
申
込
書
に
必
要
事
項

去
る
８
月
７
日
、
銀
座
通

り
に
お
い
て
栃
木
市
商
店
会

連
合
会
主
催
「
十と

千ち

木ぎ

夜よ

市い
ち

」、
ミ
ツ
ワ
通
り
に
お
い

て
ミ
ツ
ワ
通
り
共
栄
会
主
催

「
み
つ
わ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
通

り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
栃
木
商

工
会
議
所
創
立
130
周
年
記
念

事
業
「
鎮
魂
線
香
花
火
・
世

界
平
和
祈
願
灯
ろ
う
流
し
」

と
同
時
開
催
さ
れ
た
。

十
千
木
夜
市
で
は
、
銀
座

通
り
に
６
店
舗
が
出
店
し
、

会
場
に
赤
提
灯
と
吹
流
し
が

装
飾
さ
れ
、
夜
に
は
光
る
提

灯
が
通
り
に
彩
り
を
添
え
た
。

み
つ
わ
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
通

り
で
は
、
ミ
ツ
ワ
通
り
に
10

店
舗
以
上
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
並
び
、
三
鴨
ち
ん
ど
ん
倶

楽
部
が
会
場
を
練
り
歩
き
、

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

を
記
入
し
、
直
接
持
込
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
提
出

◆
開
催
内
容
◆

・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
【
基
礎
編
】

　

11
月
29
日
（
火
）

・
書
類
審
査
会

　

12
月
８
日	（
木
）

・
若
手
経
営
者
と
の
意
見
交
換
会

　
（
12
月
）

・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
個
別
相
談
会

　
【
応
用
編
】

　

１
月
12
日	（
木
）

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
会
、

　

表
彰
式

　

１
月
30
日	（
月
）

・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
個
別
相
談
会

　

２
月
21
日
（
火
）

※	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
等
に
よ
り
一

部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
参
加
費
◆

　

無
料

◆
そ
の
他
◆

　

	

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
商
工
振
興
課

　

℡
21
‐
２
３
７
２

「
蔵
の
街
と
ち
ぎ
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

 

２
０
２
２
」
開
催
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鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流し　来場者へのおもてなし活動を実施

女性経営者会NEWS女性経営者会NEWS

　去る８月７日、市内で開催された「鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流し」
イベント会場内において、おもてなし活動を実施した。イベントに参加するお
子様へのご案内、市内外から訪れる方々への積極的なお声掛けと細やかなおも
てなしを行い、栃木市の魅力アップのために活動した。
　今後も観光振興や地域活性化のための活動を行ってまいりたい。	

青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.367  令和４年９月10日発行   ● 編集／青年経営者会

去る８月７日、市内において、栃木商工会議所創立130周年記念事業「鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流
し」が開催（※１ページに掲載）され、当会から19名が運営に協力した。
参加したメンバーは、会場設営に加わったのち、子供たちの灯ろう作りや遊覧船の受付、イベント会場内警備
などの担当に分かれ、各イベントがスムーズに進行できるよう取り組んだ。
当会はこのような活動を通じて、今後も地域の経済的発展の支えとなり、住みよい郷土づくりに貢献してまい
りたい。
	 運営専務　堀江　貴浩

栃木商工会議所創立130周年記念事業栃木商工会議所創立130周年記念事業
� 「鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流し」に協力� 「鎮魂線香花火・世界平和祈願灯ろう流し」に協力

主な事業：視察研修・イベント支援・講演会等
入会資格：栃木商工会議所会員事業所の女性経営者及び
　　　　　女性管理者で満65歳以下の方
～ご加入をお待ちしております～【問い合わせ先】女性経営者会事務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡23‐3131

栃木を元気に！一緒に活動しませんか
女性経営者会　会員募集！

＜会場設営の様子＞

活動の様子

＜集合写真＞＜灯ろう流しの様子＞

新入会員を募集しています！新入会員を募集しています！
青年経営者会は、若い経営者や次代を担う後継者の自己研鑽のために、昭和61年10月
に創設されました。現在96名の会員が、活動を通じて事業の活性化と地域経済の振興
を目指しています。各会員は委員会に所属し、講習や研修など各事業を推進すること
になりますが、会員相互の親睦も積極的に図られ、ビジネスに結びつく情報交換も活
発に行われます。個々のメリットを追求し明日の企業経営を切り拓きましょう。
	 【問い合わせ先】青年経営者会事務局　℡23-3131


